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労働安全衛生法改正に伴い、パウダー協でも「粉体塗装火災防止入門」及び粉

体塗装火災防止リスクアセスメント」を作成 

 
平成28年6月 1日施行で労働安全衛生法が改正され、一定の危険有害性のある化学物

質（640 物質）について １． 事業場におけるリスクアセスメントが義務づけられました。2. 譲

渡提供時に容器などへのラベル表示が義務づけられました。 

このリスクアセスメントは健康障害リスクアセスメントと火災リスクアセスメントに分けられ、国

際工業塗装高度化推進会議（ＩＰＣＯ）の中にて色々と討議・検討が行われました。 

健康障害リスクアセスメントに関してはＩＰＣＯメンバでもある三菱テクノリサーチ社の方で

厚生労働省の委託を受け、『化学物質の GHS ラベルを活用した「HOW TO 職場の安全

衛生教育」講習会』を全国の会場で１２回、９月１４日～１２月１日まで行っておられます。

下記アドレスにてご確認下さい。（JAPCA News でもご連絡済） 

 https://www.mctr.co.jp/koshukai_label/ 

火災リスクアセスメントに関してはＭ総研の方でまとめられたものはあるのですが、コンビ

ナート火災の様な大きなものに対応しており大変難解であることがわかったので、ＩＰＣＯで

は安全技術分科会で溶剤を中心とした火災リスクアセスメントに取組み、労働安全衛生総

合研究所の協力を得て作成されました。 

その後、粉体塗装に関しても火災リスクアセスメントを作成することになり、パウダー協の 

ＪＡＰＣＡ ＲＯＯＫＩＥＳ（青年部会）を中心にまとめられました。 

２０１４年の東京都が作成した「溶剤塗装の火災防止入門」の粉体塗装版の作成と「粉体塗

装火災リスクアセスメント」からなっています。 

「粉体塗装の火災防止入門」については情報誌部分に掲載、組合便りではもう一つの「粉

体塗装火災リスクアセスメント」を掲載致します。 

尚、この冊子での「粉体塗装の火災防止入門」「粉体塗装火災リスクアセスメント」はご覧に 

なりにくい部分もあることからパウダー協ホームページに１０月下旬にアップ致します。 

また、「粉体塗装研究会セミナー」「各支部会におけるセミナー」等で会員の皆様方へ幅 

広くご報告させていただきます。 

この粉体塗装火災リスクアセスメントの大元となる「溶剤リスクアセスメント」資料につい

ては平成２９年新年号で参考資料として掲載致します。また、パウダー協ホームページの方

には１０月下旬に先にアップ致しますのでご覧ください。（ＩＰＣＯ窪井環境部会長講演資料） 

ちなみに東京都作成の「溶剤塗装火災入門」は次のアドレスからご覧になることができま

す。 https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/attachement/26summer0723_2.pdf 

                                 事務局より 

組合便り１ 

https://www.mctr.co.jp/koshukai_label/
https://www.kankyo.metro.tokyo.jp/air/attachement/26summer0723_2.pdf
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粉体塗装：　火災リスクアセスメント実施マニュアル
(小さい文字でわかりにくい部分はホームページにアップしたものを
　ご覧ください。）

№ 用語 英語 意味

1 危害 Harm 「 人への害（ 身体的障害、 健康障害、 死亡） 」 と 「 財産・ 環境への害」

2 危険源 Hazar d 「 危害（ Harm） 」 の潜在的な源

3 リ スク Ri sk 「 危害の発生確率」  と  「 危害の程度」  の組み合わせ

4 リ スク 分析（ 見積） Ri sk Anal ysi s 「 危害」 を特定し 、 「 リ スク 」 を見積も るこ と

5 リ スク 評価
Ri sk
Eval uat i on

「 リ スク 分析（ 見積） 」 し 「 許容可能レベルに到達し たかどう か」 を判定するこ と

6 リ スク アセスメ ント
Ri sk
Assessment

「 リ スク 分析」 し 「 リ スク 評価」 するこ と

7 リ スク レベル Ri sk Level 「 リ スク 」 の大き さ をⅠ（ 小） 、 Ⅱ（ 中） 、 Ⅲ（ 大） の３ 段階に分類し たも の

8 リ スク 低減措置
Ri sk
Reduct i on

リ スク レベルを下げるための「 本質安全対策」 「 工学的対策」 「 管理的対策」

9 リ スク レベルⅠ Ri sk Level Ⅰ 「 必要に応じ て」 リ スク 低減措置を実施すべき リ スク がある（ 許容レベル）

10 リ スク レベルⅡ Ri sk Level Ⅱ 「 速やかに」 リ スク 低減措置を講ずる必要のあるリ スク がある（ 許容レベル）

11 リ スク レベルⅢ Ri sk Level Ⅲ 「 直ちに」 解決すべき 、 または「 重大な」 リ スク がある　 （ 非許容レベル）

12 リ スク マネジメ ント
Ri sk
Management

「 リ スク アセスメ ント 」 を実施し 、 結果に基づく 「 リ スク 低減戦略」 を実施するこ と

13 引き 金事象 Tr i gger  Event 「 危険源」 のリ スク を顕在化さ せる「 事象（ 事故につながる一連の現象） 」

14 シナリ オ
Hazar d
Scenar i o

「 危険源( Hazar d） →引き 金事象→中間事象→結果事象（ 災害） 」 の一連の過程

15 残留リ スク Resi dual  Ri sk 実装可能なリ スク 低減措置が無い、 または許容可能と し て残留し たリ スク

16 多重防護
Mul t i pl e
Pr ot ect i on

異常発生防止／異常発生検知／事故発生防止／被害の局限化を複数用いるリ スク 低減戦略

資  料 

２．リスクアセスメント用語 
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平成２８年７月－９月の主な組合活動報告 

 

１．日本パウダーコーティング協同組合活動報告 

１） 第８５回理事会（札幌） ９月１日 出席理事 ８名、監事 ３名で成立 

    議事録については次頁以降を参照下さい。 

２） クオリコート委員会（軽金属製品協会にて） ７月２１日，９月１３日 

  ３） ＩＰＣＯ〔国際工業塗装高度化推進会議〕（塗料報知新聞社会議室） ８月２４日 

  ４）支部関係 

   ① 北海道支部主催セミナー（ＩＰＣＯ協賛） ８月３１日 札幌第一ホテル 合計２６名  

   ② 東京支部 支部三役会合  今年の工場見学会、合同部会日程調整 

      １０月２６日 ㈲田辺塗工所様工場見学会 １２月 13 日 合同部会     

  ５） 他団体総会他 

   ① ７月２９日   軽金属製品協会主催セミナー 日本教育会館 

   ② ９月１３日  日本工業塗装協同組合連合会総会（埼玉県大宮パレスホテルにて） 

   ③ ９月３１日   岡久工業塗装技術セミナー２０１６（旧日本海セミナー） 三条市 

          ＩＰＣＯ等協賛  

       

北海道支部主催セミナー風景 

   

  村田支部長の挨拶         セミナー風景        ㈱サトー白石様講演 

   

㈱小泉塗装工業所 小泉氏講演   大日本塗料㈱心水氏講演      ＩＰＣＯ窪井環境部会会長講演 

 

組合便り ２ 
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２．第８５回理事会議事録 

(1)召集年月日 ： 平成２８年 ６月 ８日 

(2)開催日時及び場所 ： 平成２８年 ９月 １日（金）午後３時３０分―午後５時 

札幌第一ホテル 札幌市中央区 南７条西 1丁目１２－７ 

(3) 理事･監事の数及び出席理事･監事の数並びにその出席方法： 

    理事の数８名 監事の数３名  出席理事の数   １５名の内 ８名本人出席 

出席監事の数    ３名の内 ３名本人出席 

(4) 議長の氏名 ： 渡邊忠彦 

(5) 議事録の作成に係る職務を行った理事の氏名 : 福田良介 

(6)議事経過の要領及びその結果 ： 

議題 

 （１） 承認事項    組合員及び賛助会員入退会について（決議） 

 １） 組合員入退会 

   ・ 平成２８年４月 － 平成２８年８月末新規加入組合員  １ 社 

      ダイニッカ㈱ 神奈川支店 平成２８年３月６日入会届受理、正式には 

４月１日付 神奈川県厚木市金田 1136（本社： 東京都中央区八丁堀 1-9-5） 

  ・ 平成２８年４月 － 平成２８年８月末退会連絡組合員  １ 社  

     ㈱松本現色化学工場 平成２８年６月退会届受理、正式退会は平成２９年 

３月３１日付となる。 

（承認決議） 

  ダイニッカ㈱神奈川支店様は第８４回理事会で既に承認済。㈱松本現色化学工場 

様の退会届けに関して審議の結果、出席者全員一致で平成２９年３月３１日付の 

退会が承認された。 

 ☆会員数 ： 平成２８年８月３１日現在 

         組合員   ４８社、 賛助会員  ２２社   合計 ７０社 

（２） 報告事項 

① 第２１期４月 － ８月活動報告 

      ・ 第８４回決算理事会（ ４月１５日 名古屋キャッスルプラザ） 

     ・ 第２０回通常総会（ ５月１９日 メルパルク東京）  

     ・ パウダーコーティング誌編集委員会（７月２２日） 

     ・ 粉体塗装研究会セミナー（ ４月１２日、６月１４日）  

     ②  対外活動  

       ・ 第６６回東京工業塗装協同組合総会（ ５月２０日） 福田 

       ・ 一社）軽金属製品協会総会（ ５月２５日） 小澤理事、福田 

・ ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）総会（ ６月２２日） 

 高橋監事、福田 
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    ・ ＣＥＭＡ（日本塗装機械工業会）総会（ ６月２４日） 渡邊理事長、福田  

    ・ 全国中小企業団体中央会総会（ ６月３０日） 福田 

       ・ 日本エルピーガス審査登録運営委員会（ ６月２９日） 福田 

    ・ クオリコート委員会（ ４月１３日、６月１日、７月２１日） 小澤理事、

古川、後藤、福田 

    ・ ＩＰＣＯ環境技術部会（ ４月２１日、６月２２日、８月２４日）  

高橋監事、福田他 

    ・ ＡＢＡ（アルミニウム合金材料工場塗装工業会）中部セミナー 

（ ４月１５日）福田他多数参加 

    ・ スガウエザリング財団表彰式＆懇親会（ 4 月２８日） 福田 

    ・ 建築仕上学会セミナー（ 6 月２３日） 福田他 

    ・ サポイン外部運営委員会（ ７月２８日 新潟） 福田 

    ・ 軽金属製品協会主催セミナー（ ７月２９日） 福田他多数 

  （３）第２１期予算と８月３０日現在の実績報告 

（４） その他 

  ①  今年の海外視察研修旅行に関しての報告 参加者１８名(９月３０日現在２２名に) 

    訪問先 ： ベトナム・ホーチミン市  案内書及び名簿で説明     

  ② 今後の海外視察研修旅行に関して 

    来年度以降の海外視察研修旅行に関して事務局より現在考えている案を口頭報 

告後、第８６回理事会に正式な提案として提出することで了解を得た。 

  ③ ＩＰＣＯ報告 高橋監事よりＩＰＣＯで主に進めている事柄及びリスクアセスメントに 

ついて現状報告がされた。 

④ 各支部報告 

大阪支部  長谷川支部長より１０/２８のＣＥＭＡセミナーに参加する旨の報告。 

  東京支部  板橋支部長より１０/２６に支部工場見学会で新潟の㈲田辺塗工所様 

を訪問する旨の報告。また合同部会は１２月に行うことも報告。 

（合同部会 １２月１３日） 

  北海道支部 村田支部長より８/３１の支部主催の北海道セミナーについて報告 

がされた。（参加者 ２６名、内北海道サイドは１６名） 

  ⑤ ＡＢＡ報告 近藤監事（ＡＢＡ専務理事）より仙台で行うセミナーの件及びＡＢＡの現 

状についての報告が行われた。 

＊報告事項に関する審議については出席理事、監事全員の賛同が得られ、全ての審 

議が終了したため議長は午後５時００分第８５回理事会の終了を宣言した。 

  次回第８６回理事会は平成２９年１月１９日１４：００～１５：３０ 

  ちなみに賀詞交歓会は同日１６：００－１８：００。 
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表紙写真
晩秋の上高地（田代湿原から穂高岳）
　北アルプスの景勝地、上高地、の秋も終わりに近づ
き田代湿原は濃いきつね色に彩られていた。見上げる
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36

パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ　

ISSN
	1346-6739	

発
行
：	

日
本
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
協
同
組
合
（JA

PCA

）

二
〇
一
六
年
十
月
二
〇
日　

V
ol.16	N

o.4	
	

東
京
都
港
区
芝
五-

三
一-

一
六　

Y
CC

ビ
ル

定
価　

二
〇
〇
〇
円	

制
作
：
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
誌	

制
作
部


	
	Sheet1




